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＜連絡事項＞

・特にありません。
＜患者様連絡事項＞
・小豆畑　裕介様～9：25昨日同様に頭痛訴え、継続指示ポンタール1cap服用。
　　　　　　　　　主治医よりポンタールカプセル7回分処方となっています。
・民部田　和哉様～11：30頭痛訴え頓服希望。継続指示にてカロナール(200)1T

　　　　　　　　 服用。その後、頭痛訴えなく過ごせています。
・畑山　みゆき様～あおぞらクリニック初外来日は4/18（火）13：00。
　　　　　　　　　主治医から退院時処方14日分処方となっています。
　　　　　　　　　診療情報提供書に印頂いています。
＜要注目患者様＞
・板橋　利美様～指示の点滴トラブルなく経過。胸痛なく「食事早く

　　　　　　　 食べたい」と。
日勤トータル IN：点滴　450ml（残400ml）+α、

              OUT：610ｇ、排便なし。
体温37.3～36.5℃、他バイタル異常なし。
酸素飽和濃度92％、自床上で髭剃り行う等、活気あり。
・船渡　幸男様～日課は一定の声掛け必要としているがスムーズ。穏やかに
過ごせている。
・久保　興介様～特定の男性他患の後を追う様子や、ストレッチ、独語や
ニヤツキをする等、やや気分の高さ見られるが、対面時は
口調穏やかで粗暴的な様子はない。
＜皮膚科診察＞
・井上　和美様～①頭部に落屑、掻痒→脂偏性皮膚炎
　　　　　　　 ②上背部、耳後部に発赤局面、掻痒(+)→急性湿疹

　　　　　　　 ③陰股部に境界鮮明な発赤局面。

辺縁部に落屑、掻痒(+)→股部白癬

　　　　　　　 ①の部位にデルモゾールDPローション塗布。

　　　　　　　 ②の部位にデルモゾールDP軟膏塗布
　　　　　　　 ③の部位にテルビナフィンクリーム塗布。

それぞれ指示、処方する
・中村　豊様～尿素クリーム10％ 1本、アズノール軟膏 1本処方となっています。
・坂本　福子様～テルビナフィン塩酸塩クリーム1％ 1本処方となっています。
・平　京子様～クレマスチン錠(1) 2T 1×朝・夕 7日分処方となっています。

・小豆畑　裕介様～尿素クリーム10％ 1本処方となっています。
＜深澤Dr診察・担当患者様検討＞
・平　京子様～妄想的思考による行動あり、他県へ移動しようとする危険行動が
あり独居が困難となっている。本人はまだ強く独居望み、施設の
入所を拒否。施設入所の必要性を徐々に理解できるよう薬剤調整と
共に状況説明を行う必要がある。
・中村　豊様～女性患者様に話し掛けたが相手にされず、無下にされたと

　　　　　　 いった不満訴え、合う、合わないというのは人間誰にでも

　　　　　　 ある事であり、ましてや、精神の病気で入院している方に

　　　　　　 スタッフと同じ対応を求められても、相手にも都合がある事

を説明。本人に対し他者に一方的に話し掛けるだけでなく、

跳び蹴り等の粗暴行為、気分によってはスタッフへも暴言

ある事を説明し自省を促しています。
・下妻　康貴様～4/12(水) 9：30～11：30 母様と自宅へ外出予定。
　　　　　　　　

＜村上Dr診察・担当患者様検討＞
・中野渡　鉄男様～主治医から体調問われると、「かわりなし」と。
手指振戦もない。処方変更なし。
・十日市　利喜様～主治医から体調問われると、「かわりなし」「眠れてる」と。
処方変更なし。

・高橋　康満様～主治医から体調問われると、「かわりなし」と話すも

「足腰が弱ってきた」と。処方変更なし。
